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質問力を鍛えよう
　
次回1２/１６(火)は中間発表です。発表会の要は、質疑応答といっても過言ではありません！聞き手が「質問」することで、その場が活発になり、いい影響を与えます。上手な質問は、発表者にとって、思考の整理や新たな気づきのきっかけになります。また、質問を通じて聞き手の理解も深まります。良い発表の場になるよう、質問しましょう。

【質問の種類は２つ】　
質問には、「クローズクエスチョン」と「オープンクエスチョン」の2種類あります。それぞれの特徴を知り、思考および理解が深まるように、この２つをうまく組み合わせることが大切です。
オープンクエスチョン
⇒相手から多くの情報を引き出したいときに有効
（例）　Q．どうしてリンゴが好きなのですか
　　　　A．美味しいから。しかも、免疫力を高めてくれていいことづくしだからです。
【メリット】　話の幅が広がる。議論が活発になる。

【デメリット】　答えに困ってしまうこともある
クローズクエスチョン
⇒相手の考えや事実を明確にしたいときに有効
（例）　Q．リンゴは好きですか
　　　　A．好きです

【メリット】　「はい、いいえ」「AかB」で答えられる。

【デメリット】　答えが限定してしまう












よい質問をするためには、相手の話をよく聞き、本質的で具体的な質問ができるように心がけましょう・ダメな質問
· 相手を困らせるだけの質問
· 誘導的な質問
· 論点がずれている質問


よい質問
· 簡潔に質問する
· 理解できなかったところを質問する
· 本質的で具体的な質問をする
· 論理的思考に基づく質問をする

質問をするためには、しっかり話を聞く必要があります。
内容を確認したり、議論を始めるきっかけなど「なぜ」・「どうして」を質問してみましょう。
発表者に敬意をもって、質問しましょう

質問のやり方は、ワークシート⑥の「質問者心得」を参考にしてください。
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【質問のパターン】　
	①　意味を確認する





〇〇とは、どういう意味ですか？？
	②　定義を確認する





〇〇は、どうやって比較しますか？
	③　内容を再確認する




〇〇について、もう一度説明してもらえませんか？？

	※特に、数値化できない曖昧な言葉（マジックワード）について、どう数値かする考える必要があります。
美味しいやかっこいい、よりよい車など、基準をどう置くか研究内容がかなり異なります。
例えば、より良い車の定義は、燃費の良さなのか。デザイン性なのか。走る速さなのか。走行時の静かさなのか。
ここの定義を具体的にすることが大切ですね。

	④　詳しさを求める




〇〇をもう少し詳しく説明してもらえますか？？
	⑤　背景を問う




どうして、この課題に取り組もうと思ったのですか？
	⑥　面白さを問う




この研究の面白いところ（意義）は、何ですか？

	⑦　独自性を問う
（先行研究との違い）



他にないオリジナリティの部分を教えてください。
	⑧　着眼点を問う




先行研究や調べた情報などから、
どこに問題意識を持ちましたか？
	⑨　課題を抽出する




解決するために、一番の課題は何ですか？

	⑪検証方法を問う




どうしてこの条件で、やろうと思ったのですか。
	⑫　条件変更




このような条件でやってみた場合は
どうなりますか？
	⑬　結果を問う



この結果ついて、別の〇〇といった解釈は考えられますか
データ量についての質問もいいね。

	⑬　指摘する




その〇〇は、こういった問題があると思うのですが、いかがですか？？
	⑮　今後の発展性




この結果から、次はどうなりますか？
今後は、どうしていますか？
	


次週は、12/16（火）は発表です。こういった質問が想定されることも考えて、準備しておきましょう。
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中間発表しよう
　今回の目的は、自分たちの班が考えていることを発表・共有することによって、他の人から意見をもらうことです。
発表者として、服装・身だしなみ、話し方など気を付け相手に伝わる工夫をしましょう。
【班の発表時間は4分+質疑応答2分＝合計6分です。時間が超えないよう注意！】　
【自己振り返り】　次の項目に当てはまる番号に〇をつけましょう 
	
	よくできている
	
	おおむねできている
	
	もう少し努力をする
	

	発表
	聴衆の顔を見て、はっきり大きな声で発表した(原稿を暗記している)
	
	聴衆の方に体を向けて、聞こえる声で発表した（おおむね原稿を暗記）
	
	下や原稿を見ながら発表した
（原稿を見る箇所が多い）
	

	
	質問にもしっかり対応できた
	
	質問におおむね対応できた
	
	質問にスムーズに答えられない
	

	
	3分～4分以内
	
	
	4分超える。3分未満
	

	スライド
	項目に不足なし
	
	
	項目に不足あり
	

	
	文字や図、表が適切に配置し、発表内容が理解しやすいデザイン
視覚的に見やすい工夫がある
	
	発表内容に沿ったデザインだが、まだ工夫できる箇所がある。
	
	発表内容が理解しにくいデザイン
文字が多すぎる。
画像が不鮮明など
	

	内容
	研究テーマや研究動機がはっきり説明できた
	
	研究テーマや研究動機を説明できたが、説得力がない。
	
	研究テーマはあるが、研究動機の説明がない
または、研究動機があいまい
	

	
	探究できる問いが、具体的に述べることができ、さらに先行研究なども踏まえながら課題を立てている
	
	探究できる問いについて、具体的に述べることができ、さらに先行研究なども踏まえながら課題を立てている
	
	探究できる問いが、あいまい
または、すぐに答えが出てくる問いである
	

	
	先行研究調査を踏まえ、具体的な仮説を立て、根拠もって説明できた
さらに、仮説に独自性がある
	
	先行研究調査を踏まえながら、仮説に立て、根拠もって説明できた
	
	仮説があいまい。
先行研究など根拠がない
	

	
	今後の計画が具体的にできている
	
	今後の計画が説明できる
	
	今後の計画が立てられていない
	

	
	引用文献が適切に明示されており、ルールに従い正確に記述。情報の信頼性への意識が高い。
	
	引用文献がおおむね適切に明示されている。一部記述に不備が見られる箇所もある。
	
	参考文献や引用が全く明示されていない
	

	
	発表者に質問できた
	
	
	
	発表者に質問できなかった
	



【課題１】発表後、良かった点や改善点を書き、次回に活かしましょう。






【課題２】　コメントシートに各班のコメントを書き、発表終了後に渡しましょう。

他の班の発表メモ
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今回のコメントを受け、班で相談してみてください。合同発表会に向けて、1月も頑張っていきましょう。
仮説の根拠が弱い班が例年多く見られます。根拠資料を研究準備ノートにしっかり記録し、説明できるように準備しましょう。『仮説』とは、探究できる具体的な問いに対する『仮の答え』のことです。なんとなく答えは、仮説ではなく予想にすぎません。ひらめついたアイデアは、論理的に説明できるか根拠資料を探せばいいのです。そして、仮説が具体的になると検証方法の立て方がはっきりするので、何度も何度も班のグループで話し合いましょう
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